
1

【
エ
ッ
セ
イ
】

英
語
の
仮
名
転
写
を
め
ぐ
っ
て

―
辞
苑
閑
話
・
十

―

工　

藤　

力　

男

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

タ
イ
ガ
ー
ス
は
昭
和
十
一
年
創
立
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
球
団
で
最

古
の
チ
ー
ム
の
一
つ
の
愛
称
で
あ
る
。
球
団
名
は
の
ち
に
「
大
阪
」、

さ
ら
に
「
阪
神
」
と
変
わ
る
が
、
愛
称
の
「
タ
イ
ガ
ー
ス
」
は
八
十

年
来
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

秋
田
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
わ
た
し
は
、
中
学
校
に
進
ん
で
初
め
て

英
語
を
学
習
し
た
。
そ
の
学
習
が
少
し
進
ん
だ
こ
ろ
、
愛
称
の
「
タ

イ
ガ
ー
ス
」
に
小
さ
な
違
和
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
母

音
で
終
わ
る
「tiger

」
の
複
数
形
に
よ
る
「T

igers

」
な
ら
、
そ
の

仮
名
書
き
は
「
タ
イ
ガ
ー
ズ
」
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の

に
、
球
団
名
の
愛
称
の
末
尾
は
な
ぜ
「
ス
」
な
の
だ
ろ
う
、
と
。
そ

の
違
和
感
は
海
の
む
こ
う
に
も
飛
び
火
し
た
。
メ
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ

の
「Yankees

」
は
、
日
本
で
は
「
ヤ
ン
キ
ー
ス
」
と
読
み
、
か
つ

書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
ヤ
ン
キ
ー
ズ
」
と
あ
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
、
と
。

今
、
メ
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
に
は
三
十
の
球
団
が
あ
る
。
出
野
哲
也

編
著
『
メ
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
球
団
史
』（
言
視
舎　

2018

）
に
は
、
や

は
り
「
ヤ
ン
キ
ー
ス
」
と
し
て
い
る
。
長
音
に
続
け
て
同
じ
く
「
ス
」

で
終
わ
る
チ
ー
ム
名
は
、
ほ
か
に
タ
イ
ガ
ー
ス
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
が
あ

る
。
一
方
で
、
同
じ
型
な
の
に
「
ズ
」
で
終
わ
る
ロ
ッ
キ
ー
ズ
、
ブ

ル
ワ
ー
ズ
、
フ
ィ
リ
ー
ズ
、
マ
リ
ナ
ー
ズ
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
の
五

チ
ー
ム
が
あ
る
。
こ
の
違
い
は
何
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
、

「
ヤ
ン
キ
ー
ス
」
と
「
ロ
ッ
キ
ー
ズ
」
は
と
も
に
五
拍
語
で
あ
る
う

え
に
、
特
殊
拍
の
撥
音
「
ン
」・
促
音
「
ッ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
第
二
拍
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に
あ
り
、
続
い
て
長
音
が
あ
る
な
ど
、
音
の
排
列
は
酷
似
し
て
い

る
。
そ
れ
な
の
に
、
末
尾
が
「
ス
」
と
「
ズ
」
に
分
か
れ
た
原
因
は

極
め
え
て
い
な
い
。
一
つ
だ
け
言
え
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
ロ
ッ
キ
ー

ズ
が
廿
五
年
前
（1993

）
創
立
の
若
い
球
団
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
フ
リ
ー
百
科
事
典
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
で

「
メ
ジ
ャ
ー
・
リ
ー
グ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
、
タ
イ
ガ
ー
ス
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
語
末
は
同
じ
く
「
ス
」

で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
、
佐
藤
尚
孝
編
著
『
最
新
M
L
B
情
報　

ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
英
和
辞
典
』（
開
文
社
出
版　

2004

）
を
見
て
も
、
こ
の
三

球
団
に
つ
い
て
は
違
い
が
な
か
っ
た
。

阪
急
ブ
レ
ー
ブ
ス

日
本
の
プ
ロ
野
球
界
が
二
リ
ー
グ
体
制
に
な
っ
た
と
き
、
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ー
グ
に
属
し
た
球
団
に
「
阪
急
」
が
あ
る
。
そ
の
愛

称
は
、
開
幕
し
た
四
月
に
は
「
ベ
ア
ー
ズ
」
で
あ
っ
た
が
、
五
月
に

は
「
ブ
レ
ー
ブ
ス
」
に
改
称
さ
れ
た
と
い
う
。
わ
た
し
が
知
る
の
は

後
者
だ
け
で
、
そ
の
「
ブ
レ
ー
ブ
」
は
勇
士
・
戦
士
の
意
の
英
語

「brave

」
に
由
来
す
る
ら
し
い
。

や
は
り
、
中
学
校
の
英
語
の
時
間
に
学
ん
だ
、
日
本
語
の
「
狼
」

に
あ
た
る
英
単
語
は
「w

olf

」
で
、
そ
の
複
数
形
はw

olves

〔w
ulvz

〕
だ
っ
た
の
で
、B

raves

は
「
ブ
レ
ー
ブ
ズ
」
と
仮
名
書

き
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
語
末
は
清
音
の
仮
名
「
ス
」
に

よ
る
「
ブ
レ
ー
ブ
ス
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
何
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か

（
こ
こ
で
は
ブ
と
ヴ
の
違
い
は
問
わ
な
い
こ
と
に
す
る
）。
メ
ジ
ャ
ー
・

リ
ー
グ
に
も
、
阪
急
球
団
の
愛
称
と
同
じ
名
称
の
球
団
が
あ
り
、
上

引
の
出
野
さ
ん
の
著
書
に
は
「
ア
ト
ラ
ン
タ
・
ブ
レ
ー
ヴ
ス
」
と
あ

る
。こ

こ
で
、
日
本
の
プ
ロ
野
球
球
団
の
名
称
の
流
れ
を
、
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
編
著
『
日
本
プ
ロ
野
球
80
年
史　

1934

─

2014

』（2014

）
に
よ
っ
て
概
観
し
て
お
く
。

最
初
に
生
ま
れ
た
球
団
は
、
昭
和
十
一
年
の
「
東
京
セ
ネ
タ
ー

ス
」
と
「
タ
イ
ガ
ー
ス
」
で
あ
る
。
翌
十
二
年
の
春
季
リ
ー
グ
に
は

「
イ
ー
グ
ル
ス
」
が
、
秋
季
リ
ー
グ
に
は
「
ラ
イ
オ
ン
」
が
加
わ
っ

て
四
チ
ー
ム
に
な
る
。
十
三
年
に
は
、
巨
人
、
タ
イ
ガ
ー
ス
、
阪

急
、
名
古
屋
、
セ
ネ
タ
ー
ス
、
ラ
イ
オ
ン
、
イ
ー
グ
ル
ス
、
南
海
、

金
鯱
の
九
チ
ー
ム
に
な
る
。
十
五
年
に
英
語
の
使
用
が
禁
止
さ
れ

て
、「
セ
ネ
タ
ー
ス
」
は
「
翼
」
に
、「
イ
ー
グ
ル
ス
」
は
「
黒
鷲
」

に
変
わ
る
。

終
戦
後
、
リ
ー
グ
は
昭
和
廿
一
年
に
八
チ
ー
ム
で
再
開
さ
れ
、
廿

二
年
に
は
、
前
年
加
入
し
て
い
た
「
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ー
」
が
「
金
星
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ス
タ
ー
ズ
」
と
改
名
し
て
い
る
。
日
本
の
プ
ロ
野
球
界
に
、
愛
称
が

「
ズ
」
で
終
わ
る
球
団
が
初
め
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

二
リ
ー
グ
体
制
後
の
球
団
の
愛
称
は
、
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
、
ホ
エ
ー
ル

ズ
、
ス
ワ
ロ
ー
ズ
、
ア
ト
ム
ズ
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ
、
パ
ー
ル
ズ
、
オ

リ
オ
ン
ズ
、
ユ
ニ
オ
ン
ズ
、
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が

「
ズ
」
終
わ
り
で
あ
る
。
だ
が
、
タ
イ
ガ
ー
ス
と
ブ
レ
ー
ブ
ス
は
変

わ
ら
ず
、
イ
ー
グ
ル
ス
は
現
在
の
「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ

ル
ス
」
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

語
音
構
造
か
ら
考
え
る

「
タ
イ
ガ
ー
ス
」
の
「
ガ
ー
」
に
見
え
る
よ
う
な
長
音
は
、
固
有

の
日
本
語
で
は
、
感
嘆
詞
か
擬
声
語
以
外
に
は
出
現
し
に
く
い
音お

ん

で

あ
っ
た
。
漢
語
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
、
ア
列
音
の
長
音
を
受
け
て
「
ズ
」
で
終
わ
る
語
は
、
日
本
語

と
し
て
よ
ほ
ど
不
自
然
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
確
か
め
る
べ

く
、『
広
辞
苑
第
四
版
』
に
依
拠
す
る
『
逆
引
き
広
辞
苑
』
に
よ
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
語
音
構
造
を
有
す
る
語
を
探
し
て
み
た
。

わ
た
し
が
拾
い
え
た
語
は
、
ト
パ
ー
ズ
、
ニ
ッ
カ
ー
ズ
、
ビ
タ
ー

ズ
な
ど
、
五
指
を
わ
ず
か
に
越
え
る
程
度
に
過
ぎ
ず
、
近
代
漢
語
の

「
メ
ー
フ
ァ
ー
ズ
（
没
法
子
）」
一
語
は
あ
る
が
、
固
有
日
本
語
ら
し

い
語
は
一
つ
も
な
い
。
ほ
か
に
外
国
人
の
固
有
名
詞
、
リ
チ
ャ
ー

ズ
、
シ
ー
ラ
ー
ズ
な
ど
数
語
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

前
の
二
節
に
書
い
た
よ
う
に
、
草
創
期
の
日
本
プ
ロ
野
球
界
で

は
、
そ
の
愛
称
が
「
ズ
」
で
終
わ
る
こ
と
を
避
け
て
「
ス
」
に
変
え

る
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
他
の
面
か
ら
考
え

る
。日

本
で
は
「
Gジ
ー

Mエ
ム

」
の
略
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
米
国
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
正
式
名
称
は
、「
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
」
と

仮
名
書
き
さ
れ
る
。
ズ
終
わ
り
で
あ
る
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
る

と
、
先
の
大
戦
以
前
、
そ
の
G
M
の
ア
ジ
ア
拠
点
と
し
て
大
阪
に

設
立
さ
れ
た
会
社
名
は
「
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ス
」
で
あ
っ

た
。
日
本
の
会
社
名
は
、
語
末
が
「
ス
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
に
触
発
さ
れ
て
、『
職
業
別
電
話
番
号
簿
』
の
岐
阜
市
版

（2018.12

）
で
「
自
動
車
販
売
」
の
部
分
を
調
べ
て
み
た
。
そ
こ
に

見
え
る
二
百
八
十
余
の
業
者
名
の
う
ち
に
、
濁
音
「
ズ
」
で
終
わ
る

「
○
○
モ
ー
タ
ー
ズ
」
は
一
つ
も
な
い
が
、
清
音
「
ス
」
で
終
わ
る

業
者
名
「
○
○
モ
ー
タ
ー
ス
」
は
十
九
を
数
え
る
。
ち
な
み
に
、

「
○
○
カ
ー
ス
」
は
一
つ
も
な
く
、「
○
○
カ
ー
ズ
」
は
三
つ
あ
る
。

こ
と
は
、
何
も
野
球
チ
ー
ム
の
愛
称
に
限
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

長
音
に
続
い
て
「
ズ
」
で
終
わ
る
日
本
語
は
存
在
し
に
く
か
っ
た
の
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だ
。
そ
の
原
因
を
究
め
る
用
意
が
、
今
の
わ
た
し
に
は
で
き
て
い
な

い
。
わ
ず
か
に
考
え
る
こ
と
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
関
与
し
て
い
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
モ
ー
タ
ー
ス
」
の
よ
う
な
外
来
語
は

第
一
拍
が
高
く
発
音
さ
れ
、
第
二
拍
以
下
は
低
く
な
る
が
、
第
五
拍

ま
で
緊
張
が
持
続
し
難
く
て
、
濁
音
化
し
に
く
く
な
る
の
だ
ろ
う

か
、
と
。

外
来
語
受
容
の
一
面

球
団
の
愛
称
が
右
に
見
た
よ
う
な
事
情
で
生
ま
れ
た
と
す
る
と
、

外
来
語
一
般
に
は
ど
ん
な
光
景
が
見
え
る
だ
ろ
う
か
。

タ
イ
ガ
ー
ス
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
と
き
、
わ
た
し
が
最
初
に
思

い
浮
か
べ
た
語
は
、
英
単
語
「new
s

」
が
「
ニ
ュ
ー
ス
」
の
語
形

で
定
着
し
た
こ
と
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
以
下
、

『
日
国
大
』
と
略
記
）
の
見
出
し
に
は
「
ニ
ュ
ー
ス
（
英　

new
s

）

｟
ニ
ュ
ー
ズ
｠」
と
あ
り
、
初
出
例
と
し
て
『
当
世
書
生
気
質
』（1885

～86

）
が
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
の
第
十
一
回
に
「
東
都
新
報
と
か
い

ふ
新
聞
」
と
あ
っ
て
、「
新
聞
」
に
は
「
ニ
ウ
ス
」
の
振
り
仮
名
が

あ
る
。

次
に
思
い
浮
か
べ
た
の
は
、「sm

ooth

」
が
長
く
「
ス
ム
ー
ス
」

の
形
で
流
通
し
た
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
な
ど
も
若
い
こ
ろ
は
「
ス

ム
ー
ス
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。『
日
国
大
』
に
は
、
ま
ず

勝
屋
英
雄
『
外
来
語
辞
典
』（1914

）
の
「
ス
ム
ー
ズ
」
が
載
っ
て

い
る
。
だ
が
、
続
く
用
例
は
、
井
伏
鱒
二
『
岩
田
君
の
ク
ロ
』

（1938

）
と
野
間
宏
『
崩
壊
感
覚
』（1948

）
の
「
ス
ム
ー
ス
」
で
あ

る
。
英
語
の
専
門
家
は
規
範
的
な
語
形
を
伝
え
よ
う
と
し
た
が
、
世

に
流
布
し
た
の
は
違
う
の
だ
ろ
う
。
石
綿
敏
雄『
基
本
外
来
語
辞
典
』

（
東
京
堂
出
版　

1990

）
の
コ
ラ
ム
に
は
、
つ
い
最
近
ま
で
ス
ム
ー
ス

の
形
で
流
通
し
て
い
た
、
と
あ
る
。

わ
た
し
に
と
っ
て
は
全
く
意
外
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
は
余
り

聞
か
な
い
、
女
性
の
長
め
の
下
ば
き
を
指
す
「
ズ
ロ
ー
ス
」
は
、
英

語
「draw

er

」
の
複
数
形
の
借
用
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
だ
と
い

う
。
そ
れ
な
ら
、「
ズ
ロ
ー
ズ
」
の
方
が
ま
だ
原
語
の
音
相
に
近

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
日
本
語
に
借
用
す
る
と
き
、
語
末
の
「
ズ
」

を
「
ス
」
に
変
え
た
わ
け
で
あ
る
。

英
単
語
「series

」
を
借
り
た
日
本
語
は
、
上
引
の
勝
屋
英
雄

『
外
来
語
辞
典
』
に
は
「
シ
リ
ー
ズ
」
で
見
え
る
が
、
明
治
末
期
か

ら
大
正
初
期
に
か
け
て
、
田
山
花
袋
の
『
妻
』（1908

～09

）
に
は

「
シ
リ
ー
ス
」、『
東
京
の
三
十
年
』（1917

）
に
は
「
セ
リ
ー
ス
」
で

出
現
し
て
い
る
。

最
後
に
「M

rs.
」。
こ
れ
は
明
治
期
に
借
用
さ
れ
た
ま
ま
、「
ミ
セ
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ス
」
の
形
で
固
定
し
、
女
性
向
け
の
雑
誌
名
に
さ
え
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
荒
川
惣
兵
衛
『
外
来
語
概
説
』（
三
省
堂
書
店　

1936

）
の

「
外
来
語
の
諸
相
」
に
は
、「
有
声
音
の
無
声
化
」
の
実
例
十
数
語
を

挙
げ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
ハ
ム
エ
ッ
キ
ス
（ham

 and eggs

）」

が
見
え
る
。『
日
国
大
』
の
「
ハ
ム⊸

エ
ッ
グ
」
の
項
の
初
出
例
は
、

夏
目
漱
石
『
虞
美
人
草
』
七
（1907

）
の
「
ハ
ム
エ
ク
ス
」
で
あ
る
。

楳
垣
実
『
日
本
外
来
語
の
研
究
』（
研
究
社　

1963

）
の
「
第
六
章　

音
韻
」
に
も
多
く
の
語
例
が
見
え
る
が
、
そ
れ
は
右
に
書
い
た
範
囲

に
収
ま
る
。

日
本
語
音
韻
史
か
ら

阪
神
と
阪
急
、
二
つ
の
球
団
の
愛
称
を
ま
と
め
て
考
え
た
い
。

日
本
語
音
韻
史
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
時
代
に
よ
っ
て
若

干
の
差
異
は
あ
る
が
、
和
語
に
お
い
て
、「
単
純
語
中
に
濁
音
が
共

存
す
る
こ
と
を
忌
避
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
」（
三
省
堂
刊
『
言
語
学
大

辞
典
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

日
本
列
島
の
言
語
』　1997

）。
こ
れ
は
、「
規
則
」

と
は
言
い
き
れ
な
い
が
、
か
な
り
強
い
「
傾
向
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
球
団
の
愛
称
、
タ
イ
ガ
ー
ス
と
ブ
レ
ー
ブ
ス
は
英
語
由
来

の
命
名
で
あ
る
が
、
名
詞
の
語
末
音
で
単
数
と
複
数
を
区
別
す
る
習

慣
は
日
本
語
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
語
末
の
「
S
」
は
複
数
の

目
印
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
複
合
語
が
形
成
さ
れ
る
と
意
識

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
語
末
に
「
S
」
は
つ
い
て

い
る
が
、
球
団
の
愛
称
は
単
純
語
と
し
て
把
握
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
濁
音
の
共
存
を
避
け
る
制
約
が
は
た
ら
く
の
だ
と
解
釈
で
き

る
。阪

神
球
団
に
つ
い
て
は
「
ガ
」
と
「
ズ
」
が
共
存
す
る
こ
と
を
忌

避
し
、
昭
和
十
二
年
以
来
の
「
イ
ー
グ
ル
ス
」
も
、「
グ
」
と
「
ズ
」

が
共
存
す
る
こ
と
を
忌
避
し
た
の
だ
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
阪
急
球
団
に
つ
い
て
は
、「
ブ
レ
ー
ブ
」
の
二
つ
の
「
ブ
」
は

い
か
ん
と
も
し
が
た
い
が
、
そ
こ
に
さ
ら
に
「
ズ
」
を
加
え
て
濁
音

拍
の
続
く
こ
と
は
避
け
か
っ
た
に
違
い
な
い
。「
ブ
ス
」
の
ま
ま
に

残
っ
た
の
は
無
理
も
な
い
と
言
え
よ
う
。

日
本
語
の
音
韻
構
造
の
傾
向
に
よ
る
呼
び
方
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

の
球
団
名
に
も
及
ん
だ
こ
と
は
先
に
書
い
た
。
日
本
の
プ
ロ
野
球
界

で
は
、
太
平
洋
戦
争
後
に
生
ま
れ
た
球
団
に
「
ズ
」
終
わ
り
の
愛
称

が
多
い
こ
と
も
指
摘
し
た
。
米
軍
占
領
下
で
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
日
本
語
の
音
韻
の
傾
向
が
意
識
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
前
節
で
言
及
し
た
「
ニ
ュ
ー
ス
」「
ミ
セ
ス
」
な
ど
は
、

日
本
語
の
音
韻
傾
向
に
関
わ
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
こ
れ
ら
の
語
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の
末
尾
音
が
、「
ズ
」
な
ら
ぬ
「
ス
」
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
な

ぜ
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
外
来
語
研
究
の
大
先
達
た
る
荒
川
惣
兵

衛
、
楳
垣
実
は
、
こ
れ
を
い
わ
ゆ
る
綴
り
字
発
音
（spelling　

pronunciation
）
と
解
釈
し
て
い
る
。
わ
た
し
も
そ
の
解
釈
に
立
っ

て
い
る
。
そ
の
う
え
で
加
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。
明
治
初
期
に
こ
れ

ら
を
受
容
し
た
人
々
の
多
く
は
書
生
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
受
容
は
耳
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
は
目
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
自
分
の
目
に
し
た
「new

s

」
や

「M
rs.

」
で
は
、
語
末
の
「
S
」
を
読
ん
だ
違
い
な
い
。

ジ
ー
ヴ
ス
の
怪

中
学
生
時
代
に
感
じ
た
プ
ロ
球
団
の
愛
称
へ
の
疑
問
を
、
六
十
数

年
後
に
考
え
て
み
よ
う
と
し
た
契
機
は
、
昨
年
十
二
月
八
日
、
朝
日

新
聞
朝
刊
の
「
読
書
」
の
ペ
イ
ジ
に
あ
る
。
そ
の
「
売
れ
て
る
本
」

欄
に
は
、
文
春
文
庫
版
、
P
・
G
・
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
著
、
岩
永
正

勝
・
小
山
太
一
編
訳
の
『
ジ
ー
ヴ
ズ
の
事
件
簿　

才
智
縦
横
の
巻
』

を
採
り
あ
げ
て
い
た
。
筆
者
は
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
速は

や

水み
ず

健け
ん

朗ろ
う

さ
ん
で

あ
る
。

「
皇
后
の
〝
積
読
本
〟
と
し
て
突
如
ジ
ー
ヴ
ス
に
注
目
が
集
ま
っ

た
。」
で
始
ま
る
八
百
字
ほ
ど
の
文
章
中
に
、
主
人
公
の
名
「
ジ
ー

ヴ
ス
」
が
十
一
回
出
現
す
る
。
そ
の
半
ば
は
他
書
か
ら
の
引
用
文
中

に
あ
る
。
右
に
書
い
た
よ
う
に
、
言
及
し
て
い
る
文
春
文
庫
版
の
書

名
に
は
「
ジ
ー
ヴ
ズ
」
と
あ
る
の
に
、
で
あ
る
。
見
事
と
い
う
ほ
か

な
い
一
徹
さ
を
通
し
て
い
る
。

新
聞
紙
上
で
、
記
者
の
文
章
と
依
頼
原
稿
の
文
章
と
の
間
に
表
現

の
違
い
が
あ
っ
て
、
言
語
観
や
文
体
意
識
の
知
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
記
者
は
自
社
や
新
聞
協
会
の
方
針
に
よ
っ
て
書
く
こ
と
が
多
い

だ
ろ
う
が
、
依
頼
原
稿
の
筆
者
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
余
り
配
慮
し

な
い
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
今
回
の
速
水
さ
ん
の
文
章
は
そ
れ
と
も

違
う
。
対
象
作
品
は
「
ジ
ー
ヴ
ズ
の
事
件
簿
」
な
の
に
、
こ
の
主
人

公
の
名
を
一
貫
し
て
「
ジ
ー
ヴ
ス
」
と
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
違
い
は
、
日
本
で
多
く
流
通
し
て
い
る
二
つ
の
翻
訳
書
の
表

記
に
由
来
す
る
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
国
書
刊
行
会
版
で
は
「
ジ
ー

ヴ
ス
」、
文
藝
春
秋
版
で
は
「
ジ
ー
ヴ
ズ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
本
欄
で
、
筆
者
の
速
水
さ
ん
は
、「
ジ
ー
ヴ
ズ
」
と
す

る
文
春
文
庫
版
を
採
り
あ
げ
な
が
ら
、
論
述
で
は
国
書
刊
行
会
版
の

「
ジ
ー
ヴ
ス
」
で
通
し
た
こ
と
に
な
る
。

刊
行
の
時
期
は
国
書
刊
行
会
の
森
村
た
ま
き
訳
が
早
く
て
、
主
人

公
の
名Jeeves

は
「
ジ
ー
ヴ
ス
」
で
通
し
て
い
る
。
遅
れ
て
刊
行

さ
れ
た
文
藝
春
秋
版
は
「
ジ
ー
ヴ
ズ
」
と
し
て
い
る
。
言
わ
ば
「
森
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村
ジ
ー
ブ
ス
」
対
「
文
春
ジ
ー
ヴ
ズ
」
が
対
戦
す
る
構
図
に
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

ふ
た
つ
の
訳
書
の
あ
り
方
の
違
い
に
は
、
訳
者
の
経
歴
が
関
与
し

て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
三
人
と
も
に
翻
訳
家
と
し
て
著
名
で
あ
る

が
、
森
村
さ
ん
は
法
学
部
出
身
の
犯
罪
学
者
、
岩
永
さ
ん
と
小
山
さ

ん
は
英
米
文
学
専
攻
の
学
者
で
あ
る
。
森
村
さ
ん
訳
の
『
サ
ン

キ
ュ
ー
、
ジ
ー
ヴ
ス
』（
国
書
刊
行
会　

2006

）
の
訳
者
あ
と
が
き

（p.351

）
に
「
ダ
グ
ラ
ス
・
ア
ダ
ム
ス
」
が
見
え
る
。「A
dam

s

」
の

仮
名
書
き
が
、
ジ
ー
ヴ
ス
、
タ
イ
ガ
ー
ス
に
通
う
こ
と
か
ら
、
わ
た

し
は
そ
の
よ
う
に
考
え
た
の
で
あ
る
。

謝
　
辞　

成
稿
に
あ
た
っ
て
、
米
国
生
活
の
長
か
っ
た
岐
阜
市
在

住
の
英
語
教
育
家
、
河
地
忍
氏
か
ら
懇
切
な
御
教
示
を
う
け
た
。

 

（
平
成
卅
一
年
二
月
）

―
―
―
―
―
―
―
―

前
々
稿
の
訂
正

本
誌
二
百
四
十
三
号
（2018.4

）
の
拙
稿
、「
ケ
ネ
デ
ィ
と
ガ
ウ

デ
ィ

―
辞
苑
閑
話
・
八

―
」
33
ペ
イ
ジ
、
上
段
の
末
か
ら
三
行

め
に
掲
げ
た
俳
句
に
「
ガ
ウ
デ
ィ
の
城
」
と
あ
る
の
は
、「
ガ
ウ

デ
ィ
の
塔
」
の
誤
り
で
し
た
。
作
者
の
佐
川
氏
と
読
者
諸
氏
に
、
心

か
ら
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


